
江
戸
構
広
小
路
の
形
成
と
構
造

原

健
一
郎

は
じ
め
に

幕
義
体
制
社
会
に
お
け
る
政
治
的
中
心
都
市
と
し
て
の
江
戸

K
関
し
て
は
、

市
場
構
造
論
か
ら
み
た
畿
内
諸
都
市
と
の
関
係
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
様
な
視

点
か
ら
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
江
戸
自
体
の
都
市
的
発
展
に
つ
い

て
も
、
市
中
，
A
号
、
市
域
の
拡
大
な
ど
を
指
揮
官
と
し
て
、
戦
品
駅
か
ら
の
成
果
が

蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
町
方
支
配
機
構
の
変
遷
に
関
す
る
成
果
も
、
詳
細

民ワ旬二

な
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、

明
暦
三
年
(
一
六
五
七
)
の
大
火
は
都
市
江
戸
の
発
展
を
画
す

る
重
要
な
契
機
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。

と
く
に
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)

の
町
奉
行
支
配
地
の
拡
大
以
後
、
元
禄
期
に
は
町
人
人
口
三
五
万
人
の
大
都
会

と
な
り
、
正
億
三
年
(
一
七
一
三
)
に
町
々
の
編
入
が
あ
り
、
享
保
期
に
は
五

。
万
人
を
越
え
る
町
人
を
協
同
す
る
都
市
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
寛
文

?
享
保
の
支
配
地
域
お
よ
び
人
口
の
増
加
は
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
町
奉
行
に

よ
る
町
方
支
配
行
政
の
質
を
も
変
化
せ
し
め
て
い
る
。
と
の
問
、
奉
行
一
所
の
与

力
・
同
心
の
増
員
に
み
ら
れ
る
支
配
機
構
の
充
実
、
年
番
名
主
の
設
定
に
よ
る

町
触
伝
達
方
法
の
改
善
に
み
ら
れ
る
町
政
機
構
問
の
合
理
化
な
ど
、
行
政
需
要
に

(
3
)
 

対
応
し
た
変
化
が
な
さ
れ
て
い
る
の
'

こ
の
よ
う
な
町
方
支
配
の
配
制
度
的
な
画
期
を
も
た
ら
し
た
原
因
を
、

江
戸
の

内
部
携
迭
の
貯
良
質
に
も
と
め
る
視
点
も
重
要
で
あ
る
。
玉
井
哲
維
に
よ
れ
ば
、

元
禄
期
同
町
町
人
地
の
基
礎
で
る
る
町
屋
敷
の
重
要

性
が
強
ま
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
菓
府
の
町
屋
敷
認
識
の
函
期
で
あ
る
と
さ
れ

(
4
)
 

て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
元
信
時
期
は
幕
蕃
制
的
都
市
の
確
立
期
で
あ
り
、
そ
の

活
券
図
の
介
折
に
よ
っ
て
、

基
底
に
は
、
三
都
を
輸
と
し
た
蕗
品
流
通
の
体
罰
的
確
立
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
。

本
稿
で
は
右
の
成
果
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
公
居
間
地
で
あ
る
江
戸
橋
広
小
路

を
素
材
と
し
て
、
町
人
に
よ
る
利
用
の
状
況
を
検
討
し
、
そ
の
恒
久
酌
利
用
を

も
た
ら
し
た
契
機
、
寺
社
や
他
の
町
人
に
よ
る
請
願
や
対
応
、

広
小
路
の
績
一
造
、

町
人
の
権
限
の
強
化
な
ど
を
具
体
的
に
み
て
い
き
た
レ
。

一
、
江
戸
橋
広
小
路
の
成
立

広
小
路
と
は
、
文
字
ど
お
わ
一
院
の
広
い
街
路
の
こ
と
で
あ
る
が
、
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ア
れ
が
江

戸
市
中
の
各
所
に
設
置
き
れ
た
の
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
明
暦
三
年
の
z

大
火

U

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
広
小
路
は
火
除
地
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
空
地
で
あ
る

が
、
江
戸
橋
の
南
に
あ
る
日
本
橋
四
日
市
町
の
一
部
が
御
用
地
と
し
て
召
上
げ

ら
れ
、
広
小
路
と
な
っ
た
の
も
日
本
橋
川
の
北
岸
か
ら
の
延
焼
を
防
止
す
る
た

め
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
地
域
が
明
暦
二
年
(
一
大
五

λ
」
に
御
用
地
に

な
っ
た
と
の
記
録
も
あ
り
、
こ
れ
が
事
実
と
す
れ
ば
大
火
直
前
に
都
市
計
匿
の

τヨ一

一
環
と
し
て
の
広
小
路
建
設
が
企
図
さ
れ
て
い
た
と
と
に
な
毛
乙
レ
ず
れ
に
し

て
も
大
火
直
後
に
は
、
明
確
に
火
除
地
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
諸
守
、
料

、

(
6
)

に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
御
用
地
に
召
上
げ
ら
れ
た
替
地
と
し
て
、
町
人
た

ち
に
霊
山
寄
島
の
土
地
が
与
え
ら
れ
、
旧
町
の
一
説
の
み
元
四
日
市
町
と
し
て
を
-
較
し
た
。



江
戸
橋
広
小
路
は
近
隣
の
青
物
町
と
本
材
木
町
一
・
二
丁
目
の
預
地
と
し
て
、

江
戸
橋
と
と
も
に
管
理
が
委
任
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
橋
番
人
を
置
く
こ
と
、

見
廻
り
と
掃
除
、
木
戸
や
矢
来
の
設
置
、
捨
物
倒
者
の
処
理
な
ど
の
業
務
を
お
一

当
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
江
戸
'
橋
の
劃
喋
年
月
は
明
ら
か
で
な
い
。
江
戸

図
に
よ
れ
ば
、
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)
に
は
架
設
さ
れ
て
お
り
、
日
本
橋
川

と
概
川
の
合
す
る
地
で
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
か
ら
諸
方
へ
の
舟
の
出
入
が
多
く
、

橋
の
南
誌
に
は
き
伯
が
存
在
し
て
い
り
昨
日
本
格
の
中
心
と
し
て
馬
辺
に
冬
教

の
向
告
が
あ
り
、
+
開
業
の
一
般
↑
栄
に
よ
る
人
口
密
集
地
帯
に
設
定
さ
れ
た
江
戸
榛
，

広
小
路
は
、
当
初
か
ら
中
小
商
人
の
営
業
活
劃
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
大
火
直
後
に
広
小
路
に
は
客
種
多
様
な
床
庖
が
出
現
し
、
寛
文
八
年

(
一
六
六
八
)
に
は
町
奉
行
島
田
出
雲
守
の
見
分
が
あ
り
、
床
商
人
の
人
数
を

改
め
、
営
業
区
域
に
傍
一
ホ
杭
を
打
つ
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、

O 

七
軒
の
商
人
が
定
め
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
「
畳
床
」
と
し
て
笥
便
な
形
容
で
の
営

挙
式
が
許
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
更
か
ら
秋
に
か
け
て
臨
時
的
に
商
売
を
お
こ
な
う

前
栽
商
人
の
売
場
も
認
め
ら
れ
、

小
屋
掛
け
で
営
業
し
た
と
い
う

(
「
旧
記

春
」
)
。

き
ら
に
万
治
年
間
二
六
五
八

f
二
二
ハ

O
)
に
は
紀
州
蜜
柑
問
屋
・
仲
買

た
ゆ
円
が
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
営
業
が
許
さ
れ
た
(
「
旧
記
夏
」
)
。
ま
た

松
鈴
蘭
人
も
例
年
ー
十
二
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
穏
売
許
可
と
な
り
、
さ
ら
に
瓜
問

震
も
ぷ
一
一
九
哨
広
小
路
に
隣
接
す
る
元
四
日
市
広
小
路
を
借
用
す
る
こ
と
が
き
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
暦
大
火
以
降
、
徴
収
可
能
な
畳
床
や
季
節
商
人

の
営
業
が
逐
次
許
可
き
れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
申
+
穴
撃
と
し
て
は
、
す
で
に
こ
れ

ら
商
人
の
活
勧
が
な
さ
れ
て
お
り
、

幕
府
が
実
情
に
そ
う
よ
号
認
可
を
し
た
と

み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

広
小
路
は
町
人
の
多
様
な
関
心
を
満
た
す
場
と
し
て
も
存
在
し
た
。
寛
文
十

二
年
(
一
六
七
二
)
二
月
の
町
触
に
よ
れ
ば
、
風
の
烈
し
い
こ
ろ
に
は
街
路
苧

広
小
路
に
{
八
を
銭
り
物
を
埋
め
た
り
、
諾
世
間
一
呂
町
を
持
出
す
こ
と
が
多
レ
と
し
て

(
9
)
 

禁
止
さ
れ
て
レ
る
。
さ
ら
に
延
宝
六
年
(
一
六
七
八
)
四
月
に
は
、
諸
方
の
広

F

叩
~

小
路
の
滑
回
帰
励
行
、
お
よ
び
小
屋
・
雪
偲
な
ど
の
設
置
禁
止
が
命
ぜ
ら
れ
た
c

こ
の
よ
う
に
広
小
路
の
利
用
に
た
い
す
る
綬
釈
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
、

町

人
の
生
活
の
上
で
広
小
路
の
必
要
性
は
強
ま
っ
て
・
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
丈
録

七
月
に
は
、
広
小
路
に
お
い
て
夜
間
に
相
撲
を
取
る
こ
と

七
年
(
一
六
九
四
)

が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
も
遊
び
努
と
(
叫
吋
広
小
路
を
用
レ
ょ
う
と
す
る

町
人
の
意
図
を
幕
府
が
封
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

元
禄
期
以
降
、

- 25-

広
小
路
お
よ
び
周
辺
の
土
地
利
用
は
、
商
業
交
通
の
発
展
と

と
も
に
一
層
進
行
し
た
。
一
元
禄
六
年
十
月
に
は
江
戸
器
開
広
小
路
の
対
農
に
念
た

る
本
経
町
湾
管
の
木
更
津
往
返
の
必
着
場
に
開
閉
し
出
入
り
が
あ
り
、
船
着
棋
は

橋
の
南
側
西
誌
に
移
き
れ
て
、
こ
こ
に
木
事
一
津
知
門
佳
が
成
立
し
た
(
「
旧
一
記
春
」

以
下
向
じ
)
。
さ
ら
に
宝
氷
四
年
(
一
七

O
七
)
に
は
、
陸
上
の
物
資
運
送
に
一

重
要
な
役
割
を
果
し
た
牛
車
の
登
場
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
れ
は
芝
草
町
の
牛
結
い

た
ち
が
間
隔
前
大
火
後
、
荷
取
尽
に
は
広
小
路
内
に
随
時
牛
車
を
置
い
て
レ
た
が
、

そ
の
場
所
を
限
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
広
小
路
に
お
け
る
土
地
別

用
が
進
み
、
場
所
不
足
と
な
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
江
戸

橋
広
小
路
は
海
上
・
陸
上
交
通
の
接
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
拝
借
地
は
正
傍
二

年

七

に
摂
津
権
現
の
旅
所
(
仮
殿
土
蔵
造
り
)
と
な
っ
た
た
め
召

五
年
後
の
享
俣
三
年
k
t
m
一
所
が
取
払
わ
れ
再
度
数
ι

上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

可
さ
れ
た
。
約
二

O
O坪
の
面
積
で
回
同
辺
は
午
ム
帝
京
で
箆
ま
れ
て
い
た
。



ま
た
、

笠

木

七

年

(

一

七

一

し

五

回

に

は

F
'
h
H
R
J
わ

Tn
ふ
い
拡
が
ほ
内
山

4mF
に

(
五
一
い
汗
)
。
新
名
桜
は
口
比
一
三
二
年
主
宰
わ
攻
、

許
可
き
れ
た

-
P
A
F
m
-
U
R
L
 

(

嗣

市

川

)

で
江
川
耕
一
げ
営
業
し
て
い
た
が
、

川
依
H
合

U

品川定一れい
r

e

坦ト「
d
T
A

一
軒
〕
と
た
ぺ
一
た
た

め
江
戸
僑
際
で
桁

-v-
信
げ
て
い
、
た
。

と
こ
ろ
が
必
着
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
一
混
雑

し
、
東
側
の
河
岸
を
駁
い
で
た
の
で
あ
る
。

以
上
れ
諸
施
設
は
広
小
路
の
叫
引
い
杭
リ
上

移
動
可
能
な
床
庖
や
空
間
地
の
む
釈
明
用

の
飽
叫
凶
を
山
山
内
て
い
な
い
。

だ
れ
削
則
に
は
い
れ
リ
新
し
い
w

イ
就
き
が
生
ず

と
こ
ろ
が

る
の
で
あ
る
。

二
、
蔵
地
の
形
成
と
利
用
権
の
強
化

(
一
六
九
回
」
仁
、
{
』
」
T

二
転
か
ら
江
戸
時
に
か
付
て
さ
一
民
き
れ
て

冗
禄
七
年

い
た
土
エ
ナ
を
利
用
し
て
土
手
厳
を
山
下
一
註
す
る
こ
と
が
許
一
円
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Fe

年
寄
奈
良
屋
市
右
後
門
が
訂
作
品
科
し
た
も
の
で
、

四
日
十
一
陀
土
手
京
と
よ
ば
れ
て
い

る
C

こ
の
土
手
厳
は
町
人
に
貸
与
さ
れ

ユ
も
わ
か
}
代
収
入
に
よ
〔
一
司
、
町
刊
に
↑
エ
γ
叫ん山

所
経
費
に
あ
ぺ
'
た
の
で
あ
る
c

当
初
必
広
一
{
t
R
H

昨
日
坊
の
保
管
山
判
所
な
ど
に
利
用

戸
川
一
勺

さ
れ
た
と
い
『
む

」
の
一
時
比
冬
物
ば
九
円
六
抱
一
一
一
広
と
し
て
の
五
一
一
昨
ー
を
も
フ
て
は
い
匂
た

.J.' 
ん"

こ
の
よ
う
な
半
恒
久
的
速
築
が
許
可
さ
れ
た
こ
と
に
よ
れ
ノ
、

広
小
路
に
わ
れ

け
る
町
人
の
利
用
形
を
に
与
え
た
広
響
は
十
へ
で
あ
っ
た
と
宮
わ
れ
る
。

宝
永
六
年
(
一
七
心
九
)
に
な
る
と
、
江
戸
縫
広
小
路
一
帯
ー
を
町
屋
に
し
た

レ
と
い
『
厭
人
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
れ
に
た
レ
し
、
床
商
人
た
ち
は
反
対
運

動
を
お
こ
な
い
¥

結
局
辻
番
屋
の
番
人
給
金
や
泊
代
を
負
担
す
る
こ
と
を
条
件

と
し
て
従
来
通
り
使
用
す
る
こ
と
を
許
訂
さ
れ
て
レ
る
。
そ
れ
ま
で
は
公
儀
辻
番

所
は
本
材
木
町
二
丁
目
の
孫
兵
徐
七
二
泊
か
句
、
幕
府
か
ら
比
一
間
一
一
二
一
向
が
て
し
行

き
れ
て
い
た
。
ま
た
番
人
六
人
わ
ち
も
，
t
件
寄
の
二
乞
一
一
か
交
代
で
待
合
の
床
医
二

カ
仲
に
1
一恥

r
h間
売
を
し
ア
い
れ
ん
。

)
爪
ト
マ
脅
山
刊
か
一

ιパ
路
竺
奇
人
が
品
名
い
て
れ
い
れ

け
で
彦
ミ
。
こ
う
し
て
反

T
J
V肘
付
と
し
て
か
義
務
を
会
号
こ
と
に
よ
れ
、
十
攻
品
山

町
人
た
も
は
既
得
一
憶
と
し
て
め
広
小
路
一
内
向
憶
を
一
層
強
め
た
と
考
え
て
よ
レ

売
ろ
う
。
の
み
円
に
享
幌
五
年
(
一
七
二

F

い
)

町
奉
行
に
よ
る
謂
賓
が
な
き
れ
た
が
、

t 

憲
法
・
拝
領
時
事
な
ど
の

際
人
が
あ
ら
わ
れ
、

」
れ
も
広
ぺ
絡
め

性
理
な
ど
「
紋
年
来
町
人
禁
物
入
実
仕
南
米
候
由
縁
」
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
同

佐
七
月
、

本
材
木
町
へ
蔵
地
か
斤
さ
れ
て
レ
る
。
こ
の
許
可
湾
出
と
し
て
、

れ
ま
で
出
火
め
.
は
あ
い
、
内
十
一
地
へ
家
財
道
具
い
か
持
出
き
れ
て
廷
停
の
も
と
に
な

っ
て
お
り
、

該
地
と
な
れ
ば
防
火
上

4L
統
合
が
よ
レ
と
し
号
点
が
持
誇
き

t
J
~

、

〉

C

L
F
a
 

の
+
り
に
元
文
民
笠

(
一
七
三
九
)

i〆ご

は

こ
の
士
4

震
が
北
向
で
ゑ
町
民

だ
に
よ
る
舵
績
が
F

A

U

と
し
、
手
、
向
に
感
E
H
R
L
4子
つ
れ
た
c

こ
の
と
舎
に
は
‘
一
じ

(
長
芳
明
惰
)

の
雁
ほ
一
七
お

:: 6 ~ 

そ
し
ん
き
一
f

い
問
叫

'r)

一
口
佐
川
工
F
ソ忠一

ミ
こ
と
が
条
件
と
な
う
て
レ
る

の
芙
13
叫が一
-
U
J
i戸
け

(
「
同
和
ト
惨
事
旬
、
仕
半
、
二
七
」

)

C

町
刊
日
立
建
礼
広
島
レ
は
、

(
一
七
二
一
太

J

(
一
斗
」
yhλ

一
元
丈
一
た
年

マ
照
二
住

同
九
年
、
一
同
十
一
年
に
も
だ
さ
れ
て
い
v

る
。
そ
の
た
び
に
丘
町
一
広
碍
へ
た
も
は
、

と
‘
伯
民
を
L

引
合
い
w
k
だ

lζ
民
有
し
て
[
い
v
E
(
「
出
一
一
L

寿一一

)

C

ま
i
F
~

白

ur
一
戸
長

再
興
取
が
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
ば
棒
読
む
む
殿
大
絞
を
忍
白
と
し
、
旅
所
♂
広
科
目
n
に
よ

r
J

て
析
諺
議
院
厚
の
修
行
に
い
て
〆
て
F
U

収
入
、
わ
れ

4
び
夜
釣
)
む
か
一
代
金
f
u
-
C
-
人、

さ
ら
に
は
空
却
の
格
溜
と
し
て
の
利
用
に
よ
る
均
代
会
収
入
な
ど
、

E
Jヶ
ド
fu

相
当
部
戸
作
一
の
一
利
用
に
よ
っ
て
社
殿
修
復
に
あ
て
た
い
w
'

と
し
て
し
こ
全
市
一
正
恭
二
。

し
か
し

こ
れ
司
、
町
人
の
説
得
憶
を
犯
す

t
わ
で
あ
っ
た
か
ム
、

宮
山
川
寸
乙
こ

と
は
な
か
っ
た
。

一
一
肝
榛
の
影
人
は
、

広
小
帥
円
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
牛
雷
神
慌
に
た
レ
し
て
え
た
行



在
し
た
。
享
保
二
十
年

(
一
七
三
五
)

を
は
じ
め
と
し
て
、

昭
和
二
」
竿
(
一
七

、
ニ:r:;
よみ

、、~

i七
t工

こ
の
地
を
結
晶
佼
士
費
場
に
し
た
い
と
の
要
望
ー
も
あ
っ
た
c

同(利回

六
」
平
に
も
院
内
人
が
去
っ
た
f
J

そ
の
た
び
に
諮
問
に
「
ん
じ
た
青
-
村
町
-
志
村
T

川

町
な
ど
か
ム
ム
は
障
め
U
H

めい
v

村
山
町
叫
が
だ
さ
れ
戸
い
る
。

ezzhv」

秀
吉
司
!
日
間
吋
p

り
か
司

な

い

が

享

保

十

六

年

二

七

二

て

、

一

定

子

二

年

こ

で

民

主

」

よ
る
地
雷
の
吟
味
も
な
さ
れ
た
c

こ
Z

と
は
抗
に
忠
治
一
二
年
に
床
圧
と
4
区
桜

Ffト
同
町
長
人
が
あ
わ

j

、
反
対
い
恥
い
作
れ
と
し
て
定

E
増
人
口
比
を
ヲ
受
け
た
い
、
と
ぷ
も
ぎ

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
官
特
広
・
本
材
木
町
で
人
足
を
ま
民
す
こ
主
で
だ
乏
し

に
は
幕
府
に

こ
む

ksh

こ

-
7
3
L
t
 

き
き
れ
〆
町
一
約
六
年
め
ば
あ
レ
は
牛
車
一

F
t
F
C
空
む
が
影

E
P一
長
一
九

子
一
務
と
し
て
む
引
回
向
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ム

J

の
争
誌
に
践
を
乏
し
た
な

d

の
で
去
「

J

た
c

さ
ら
に
天
明
四
年

(
一
七
八
回
)

に
経
由
刊
紙
士
山
栴

二
六
一
〉
好
)

の日
U
Z
R

除
レ
が
だ
さ
れ
た
が
、

こ
れ
も
反
対
の
名
停
に
よ
っ
て
家
、
知
一
を
み
な
か
っ
た
。

以
よ
み
た
よ
う
に
、

各
方
出
か
ら
の
E
t
g主
ハ
か
だ
さ
れ
、

と
く
七
山
勺
何
一
¥
開
削

d

イ山

i
l
-
-

斗

f

i

j

後
活
発
化
し
て
い
る
が

こ
の
黙
を
特
徴
勺
け
る
左
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
イ

い
る
。

同
和
四
年

二
七
十
八
七
」
青
竹
町
め
広
小
一
以
川
西
蔵
が
暖
冬
、
ー
ニ
」
折
に

全
体
を
町
伊
院
に
し
た
い
と
い
う
厭
人

J
J
S
h

こ
れ
に
た
レ

L
4同
町
家

ι~
に
佐

マ
町
を
上
納
し
従
事
川
通
h

J

R

田
町
を
す
一

v

め-
e
h
e

一
影
中
告
が
汁
十
い
ん
助
r
R
人
た
吹
か

ム
ノ
だ
宝
』
れ
わ

(

「

十

巾

ι
u
k
終
な
押
峰
、

一
¥ 

c 

L
」
ト
一
子
戸

J

、
こ
F
F
-
E
久

保

業

が
つ
く
前
に

明
利
ι
八
年
に
む
た
同
一
一
士
一
が
王
ヱ
下
田
原
品
れ
(

の
か

才

打

に

(
砕
い
ん
係
十
一
夜
は
"
悼
し
れ
)
司
、
二

に
皆
川
」

一
叫
ん
、
マ
ケ
わ

J

ほ
か

江
戸
橋
付

祐
三
怠
見
付
け
れ
ー
地
晶
、

許
臥
配
地
危
な
ど
と
れ
交
時
併
を
号
求
し
た
。

こ
の
た
め
か
同
町
生

骨
ず
か
ム
関
係
各
町
に
諮
問
が
才
打

三
汚
町
一
一
子
ム
な
が

J

の
答
申
u
h
r

£
r

十

九

払

計
十
段
は
案
、
現
き
れ
な
か
〆
た

(
一
ー
明
和
授
会
径
八
」
)
む

田
明
士
山
紅
!
古
川
『
二
七
七

ぐ
」
に
上
一
納
F
P
I
J

目前一口
J

き
が
た
い
た
茶
色
院
に
す
が
は
♂
仁
平
~
の
+
五
一
7i咋

J
V
3

校一主主
i
r
a
p
t
」に

よ
っ
て
財
段
収
入
め
一
効
と
し
、

広
小
路
利
用
町
人
の
側
で
は
、

m
フ凡沼同時時
I
1
1
J

努

化
さ
れ
る
と
し
号
、

一
回
一
半
引
の
利
害
が
一
致
し
た
こ
と
を
し
め
す
も
わ
で
ふ
〔
た

と
L
え
よ
円
。
寸
な
わ
ゆ
町
、
木
一
儀
些
と
し
て
の

ι小
路
の
引
用
予
一
号
、
竹
田
四
戸
?
と

L
て
世
民
間
ソ
と
町
人
と
わ
な
に
紅
一
ば
去
る
に
十
た
っ
た
と
し
て
よ
し
だ
F

V

Z

ピ

南
仏
1

出
い
は
四
人
か
で
な
い
が

(
一
七
八
五
)
に
青
物
町
は

E
小
路

十
十
、
同
五
年

め
話
会
い
・
ι
ゲ
一
取
一
的
ど
り
と
ぎ
れ
、

μ
後
は
た
四
日
市
町
め
え
魚
、
に
支
十
?
と
な

-一
0

4
'
 

E

d
同
町
誇
科
目
人
め
早
計
日
間
比
紅
一

-y

{

一

λ
-
一一ムハ

つ
い
W
J
Y
文
段
九
年

，庁、
h

，Ap

t

・i

あ
っ
た
た
め
、
幕
府
は
山
山
軒
俳
人
の
矯
上
納
会
佐
一
二
/
!
ぬ
を
乙
イ
伴
、
引
同
町
人

に
ふ
木
一
め
、

一
位
台
上
h
F
U
戸長
J
h
・4
P一
{
「

K
L
た。

こ
♂

J

た
め

重
県
γ
d
J
H
U
J伎

季語

レ
か
な
る
在
日
人
が
あ
っ
て
も
、

受
付
け
る
こ
、
と
は
な
い
と
い
う
誓
約
を
し
た
わ

で
ゑ
る
(
「
古
川
中
取
締
類
年

」
)
。
こ
の
時
点
で
の
!
的
代
心
主
と
し
て
の
上

杭
L
Z
め侍ヘ
ι涯
を
み
て
お
こ
う
。

-e妙
子
七
月
、
と
十
二
月
に
町
年
容
に
納
付

4

さ

t
た

η .， 
ム'

地
ー
代
会
で
み
民
る
が

こ
れ
は
他
の
収
入
と
あ
わ
ぜ
て
江
戸
川
・
神
田
川
玄
湾
人

同
と
し
て
任
わ
れ
て
い
w

る。

な
京
二
二
人
J

'

問
め
上
九
献
金
の
円
分
担
は
、

広
ぺ
占
的
肘
床

庄
町
人
い
か
九
一
司
、

請
負
町
い
か
一
二
九
拘
と
な
っ
て
い
る
。

一
、
広
小
路
の
援
活

江
-
口
梼
広
勺
島
氏
反
立
を
み
な
が
ら

広
小
酌
町
内
蕊
の
諸
桂
町
一
訟
庁
め
い
陀
A
ハ
を
す

で
に
(
行
な
っ
た
が

ナ
叫
項
で
は
ム
「
少
し
詳
w
慨
に
い
待
一
討
を
取
え
て
お
主
た

L
C

41~l} 

党
設
全
体
の
玄
去
一
歩
)
E
V
J
F

す
る
ム
十

h
d

め
は
な

L

爪いイ

ーマr

山

r
h

奈
ザJ

七
百
ぞ
れ

2

に

と
と
め
て
お
く
。

国
は
寛
政
四
年
ご
ろ
の

t
l午
前
町
内
蕊
れ
杖
容
を
し
め
し
た
も

れ
の
で
去
る

(
「
沼
記
」
)
。

日
広
品
開
川
に
沿
っ
て
夜
間
町
一
眠
刷
新
町
家
f
r
b
町

土
手
g
w
w
l
け
何
ハ
:
ハ
v
Z
W
C

れ
Z
J
ば
下
火
幅
一
一
討
を
兼
れ
た
止
め
で
友
hp

間
和
民
叫
が
町
公
安
に
土
惣
会
一
H
H
6は

J
L
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江戸常広小路湾設一覧
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4 雲寺 5Ef えi 。ー
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6 オく さえi

d 雪 Fき 6 
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羨 1た
も
の
で
あ
る
。
町
長
中
甘
味
良
庄
は
、
玄
一
保
十
七
年

千七

、~

に
長
い
出

て
、
従
来
の
土
蔵
石
知
一
巡
り
を
瓦
長
土
手
迄
り
に
し
、

住
居
蔵
に
改
造
し
て
火

林

Jmを
設
け
商
売
人
に
貸
寸
こ
と
を
訂
さ
れ
た
。

つ
い
で
元
文
三
年
ー
(
一
七

{
安
永
四
」
「
ヰ
(
一
七
七
五
)
に
レ
た
句
、

(日」

れ
も
住
民
蔵
と
し
て
使
回
附
す
る
許
可
を
得
た
c

八
」
に
も
一
一
様
を
瓦
妄
に
改
造
し
、

木
更
津
一
向
山
一
与
は
東
西
二
五
問
、
奥
行
約
三
間
か
ら
八
間
の
土
地
で
あ
わ
、

本
時
間
川
に
出
片
し
て
い
る
。
一
冗
禄
六
年
以
降
、

客
を
運
び
、

木
更
砕
仲
間
近
の
域
米
二
十
円
~
石
と
旅

(ト」

ま
た
粉
末
舎
の
h

んいわ一

4
、
直
送
し
た
と
い
広
O

明日d

致
六
笠

二

七

九

町
一
」
め
記
録
に
よ
れ
ば

木
田
ご
ぴ
計
十
E
d

三
一
間
四
件
一
に
一
一
(
、
一
万
七
の
v
ト
ぃ
一
や
が
お
杓

五
慢
の
い
F
I
f
に
よ
っ
て
符
柊
ι
l
c
v
M呂
を
行
な
っ
て
い

ι
r¥ 

!日
ロ〕

) 

c 

つ
い
で
表
ー
は

寛
政
三
年
向
指
仇
査
に
よ
る
広
小
路
内
部
め
玲
設

A
と、

四
年
に
新
た
に
許
訂

d

と
な
っ
た
詫
設

B
の
一
騎
】
表
で
あ
る
(
「
旧
記
」
)
。

れL
L 

き
き
の
一
民
と
は
一
致
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
ま
ず

A
の
号
、
一

記
引
の
床
見
世

(
床
応
)

の
内
容
を
み
て
λ

よ
h
。
回
転
色
気
〆
い
庖
は
l

小
問
竹
話
人

で
七
一
人

(
内
五
二
人
は
往
還
沿
い
に
あ
わ

一
九
人
ば
一
向
億
三
口
に
去
る
」

お

り

つ
レ
で
Lzn一
方
的
一
五
人
、
煮
士
冗
茶
屋

干
新
商
人

一
人
、
さ

7
4
E
七
人
、

二
人
の
阪
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
職
業
団
何
成
を
み
て
も
、

広
小
路
が
時
一
行
場
で

あ
づ
た
こ
と
を
裏
づ
け
て
い
、
る
。
多
数
の
一
透
行
人
を
対
象
と
寸
る
た
め
、

日
種

の
職
業
が
並
存
し
て
レ
る
の
で
あ
る

G

主
く
に

δ
玄
屋
上
]
人
の
存
在
は
、
「
い
パ
一

路
い
か
H
H

務
方
人
品
部
い
の
拐
で
も
ふ
っ
た
こ
と
を
し
め
す
ー
も
の
と
宕
わ
れ
る
。

享
佼
五
年

(
一
七
二

)
に
は
、

土
手
窓
辺
r
u
一
高
床
五
二
広
一
が
防
火
ホ
り
た
め

昨年一家
μ

定
円
が
許
可
さ
れ
て
レ
る
。

従
一
英
一
夜
空
」
は
民
間
ム
口
氏
商
人
と
と
d

も
に
穂
市
、
消

を
つ
と
め
る
義
務
が
あ
ヲ
た
が
、
享
山
市
二
十
年
入
用
品
開
定
誇
負
人
が
定
め
ら
れ

た
↑
~
め

一
向
番
所

(
町
奉
行
所
)

ヘ
め
駈
行
人
日
比
に
交
う
苧
ん

B

と
な
っ
た
c

京町

Hr
め

所
持
ヰ
ム
口
は
‘

一
人
で
三
/
同
僚
を

同
町
~
紅
年
間
で
五
四
人
と
な
っ
て
レ
と
か
ら
、

所
持
し
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
校
の
議
夜
は
一
軒
に
つ
き
¥
大

l
七
一
向
か
戸
h

二

一一

f
二
三
一
向
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
表
庄
同
僚
の
街
売
が
可
能
で
ふ
る
に
も

B 

比
般
的
安
価
で
権
利
を
得
ら
れ
る
点
が
魅
力
で
あ
っ
た
と
尽
わ

れ
る
。
頭
床
の
布
教
地
は
、
お
よ
そ
九
尺
四
方
で
あ
り
、
官
十
日
町
五
年
の
設
家
造
h

(一同)

建
物
は
間
口
八
戸
、
三
寸
、
奥
行
八
尺
で
あ
っ
出
じ
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か
か
わ
ら
ず
ノ
、

に
主
-
い
し
、

こ
の
ほ
か
、

辻
番
詩
負
人
予
兵
衛
の
持
床
が
二
カ
所
あ
っ
た
。
ま
た
雰
一
綜
床

は
五
カ
所
み
ら
れ
乙
c

内
一
カ
所
は
待
-
番
人
で
あ
り
、
橋
の
円
用
品
昨
な
ど
が
お
ん
止
コ

』

、

一
一
カ
号
ば
正
小
路
芸
人
、
と
し
て
#
甘
い
田
容
で
梓
ほ
ん
伎
を
し
て
い
こ
む
。
察
結
た
も
は

間

一

4

l

J

P

』炉、、

ノム

4
6
4
~
L

F
H
一
言
め
作
一
ー
だ
「
復
成
」
を
は
じ
め
一
伸
一
一
常
も
広
小
島
♂

d

産同月間幸一

往
来
で
わ
一
同
町
一
時
口
誌
の
取
鎮
め
、
挫
出
物
や
糾
問
者
め
月
行
事

J

ヘ
わ
都
合

き
人
よ
ゲ
」
A
R
奮
し
、

な
ど
の
義
務
が
あ
っ
た
c

ま
た
「
筏
成
」

に
さ
し
v

し
て
は
、

床
#
世
田
町
そ

pd
わ
向
「

-+-

b
J
香
里
に

t
用
い
て
い
る
。
夜
零
も
享
俣
二
十
年

υ降
は
尚
一
相
官
再
配
ト
ヘ

E
L一

も

B

J

主
た
が
、
交
官
干
百
年
(
一
七
匹
七
)
か
ら
は
、
広
小
略
内
庁
川
ト
一
本
戸
ー
す
、
宮
山
県

島
一
佐
竹
人
足
と
な
っ
た
。
河
校
通
h
J

に
も
番
目
圧
が
一
カ
所
み
あ
っ
た
。
こ
れ
は
青

竹
町
か
ら
番
人
を
だ
し
、
夜
柄
~
h
な
ど
に
従
事
し
て
レ
た
と
い
号
。
き
p
h
/

にけ
L



小
路
一
連
め
の
高
床
の
な
か
に
も
、
正
一
倍
二
年
二
七
一
二
)
に
許
可
さ
れ
た
髪

宝
暦
元
年
に
一
間
床
に
な
ヲ
て
し
ま
り
た
。
こ
が
ら

結
床
て
力
一
所
が
あ
っ
た
が
、

辻
蓄
と
髪
結
番
目
庄
が
広
小
路
の
欝
械
の
任
診
を
負
わ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
c

商
床
の
ほ
か
に
、

元
四
臼
市
町
の
持
円
分
で
あ
る
揚
弓
場
・
水
茶
屋
・
講
釈
場

な
ど
の
娯
楽
施
設
が
あ
る
(
表

l
)

。
寛
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
寛
ー
は
三
年
I

(

一

翌
年
謂
査
が
実

七
九
一
)
に
火
除
地
内
の
無
届
家
作
物
な
ど
の
取
払
レ
が
ム
町
ぜ
ら
れ
、

持
き
れ
た
。
表

l
B
の
新
規
諸
施
設
も
、

室
、
際
に
は
前
々
か
ら
広
小
路
内
に
設

け
ら
れ
て
い
た
と
み
た
方
が
妥
当
で
あ
り
、

総
山
門
け
が
あ
っ
た
た
め
新
授
駁
い
の

形
式
で
処
同
社
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。
と
く
に
雪
時
の
一
冗
四
日
市
町

一
同
一
建
一
力
問
、

持
の
二
区
時
桂
三
カ
所
、

お
よ
び
本
材
木
町
持
の
二
匹
建
一
カ

所
、
六
区
時
四
一
カ
所
は
強
く
承
認
を
求
め
て
い
る
が
、

既
設
の
も
の
の
よ
う
で

あ
る
O

L

ま
た
蜜
柑
士
究
明
唱
拝
借
地
、
薪
置
場
、

ゃ
14
昨
仇
且
由
一
日
弔
め

E
t

求
色
、

す
で
に
が
一

弔
さ
れ
て
い
た
疑
い
も
あ
句
、

広
小
路
め
冬
様
な
使
途
が
I
F
(

十
市
川
化
し
て
い
る
点

が
ま
白
き
れ
よ
う
。

士
震
は
青
物
町
分
の
も
の
が
広
小
路
商
創
刊
に
存
在
し
て
い
た
。

」
れ
は
従
来

ヘ
時
間
で
あ
っ
た
が

1
し
、

た
文
二
年
(
一

7
二
七
)

に
た
向
の
た
め
反
擦
が
多
レ
と

五
一
様
に
建
直
し
た
が
、

昭
和
四
年

二
七
六
七
)

に
類
焼
し
杢
品
川
』
と
な
ラ

ー
、
、
・
』
0

1
L

・
1γ'

の
ち
に
天
保
八
年
(
一

λ
三
七
」

に
活
鯖
納
入
の
拝
借
地
(

坪
」
と
し
て
使
用
許
可
と
な
っ
た
。
本
材
木
町
分
ru

土
蔵
は
、

山
帽
の
院
内
慨
に
あ
わ

J

た
が
、

は
じ
め
牛
置

に
右
ー
と
一
円
じ
淫
出
で
区
の

一
冗
文
四
年
二
七
三
九
」

位
置
に
移
さ
れ
た
。
町
人
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
れ
ら
の
該
地
は
ご
威
敷
之
助
成

会
一
以
、
町
内
家
屋
敷
之
泊
券
茂
呂
宜
罷
成
、

{
S
U

持
北
ハ
家
屋
敷
之
tpd

」
ち
ー
と
し
て

hu

意
味
を
も
っ
て
レ
る
の
で
ゑ
る
c

町
々
が
一
判
長
い
た
を
45ι

一
読
す
る
の

'
L
r
J人

¥ハ
h
U
F

地
の
治
券
金
高
に
密
接
な
安
警
を

tJ/
て
い
る
か
ら
で
ふ

-qur、
広
小
路
わ
一
政

地
tv
同
様
に
「
家
屋
敷
之
鋲
」
り
と
し
て
章
一
安
で
あ
っ
た
。

広
小
路
で
取
引
き
さ
』
が
た
炉
栽
物
の
品
名
と
震
佐
に
つ
し
て
紹
介
し
て
お
こ

p
h
F
O

寛
政
三
年
七
月
の
記
録
に
よ
れ
ば
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

西
瓜

l
下
位
恥
柏
井
村

冬
m
h

・
か
ぼ
ち
島

銭
前
瓜

l
下
総
〈
わ
か
村

オ孟

い
き
・
丸
清
・
茄
子
・
大
角
豆
・
万
豆
・
唐
茄
子

そ
の
地
前
栽
も
の

i
一
!
伝

猿
ケ
ま
た
村

桃

l
下
桁
庄
内
領
若
野
村

十
八
根
武
絞
袋
井
村

大
校

武
蔵
練
馬
村

西
瓜
l

武
蔵
鷺
沼
村

こ
の
よ
う
に
、

江
戸
近
郊
農
村
で
生
産
さ
れ
た
野
薬
類
が
、

広
小
路
で
売
ロ

さ
れ
て
い
た
。
売
買
に
は
仲
町
長
商
人
が
介
在
し
て
お
り
、
日
判
長
に
着
一
む
し
た
山
町

栽
物
は
仕
切
高
一

C
O文
に
つ
き
五

t
七
文
の
口
銭
が
払
わ
れ
、

き
ム
ノ
に
「
与
え

び
す
一

「
げ
と
う
」
と
称
す
る
上
皮
も
徴
収
さ
れ
て
レ
る
。

「
え
び
す
"
と
は

一
O
O儲
の
海
口
同
に
つ
き
二
信
が
、

- 3 () -

問
屋
・
仲
間
長
に
各
一
信
子
つ
芝
山
出
き
れ
乙

こ
と
で
あ
旬
、

「
げ
ど
う
」
ー
と
は
口
銭
の
ほ
か
に

文
に
つ
金
一
二
J

一
二
丈

の
r

一
ナ
慰
む
を
収
め
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
科
包
の
青
-
物
市
場
，
と
は
引
に
、

の
よ
う
な
市
場
が
広
小
路
花
形
成
さ
れ
て
い
た
と
と
が
判
明
す
る
(

「
出
一
一
戸

秩
一
)
。

こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
っ
て
、
請
負
、
町
々
に
は
ど
の
程
度
め
収
入
が
あ
り
た

ι

だ
ろ
う
か
。
文
政
九
年
(
一
八
二
犬
)
の
パ
年
間
「
上
り
高
見
積
」
ば
手
、

2
め

よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
「
旧
記
冬
」
)

C

す
な
わ
ち
、

bM
収
入
ば
約
七
f
r
'
h
7
m

に
お
よ
び
、

こ
れ
か
ら
上
納
金
九
七
両
金
、

諸
↓
人
用
約
一
八
回
向
の
一
-F
一一八一

高
ム
ホ
を
引
い
て
残
金
約
四
ニ
ハ
ソ
雨
が
収
入
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ム
-

!Ji 

k
e

，
ゆ
り
か
ら
殻
六
・
床
賃
地
代
・
普
請
出
金
・
臨
時
入
用
な
ど
を
差
引
か
れ
ば
な

ら
ず
、

純
益
で
は
な
い
と
一
説
明
さ
れ
て
い
る
。

」
こ
で
上
納
金
九
七
一
向
三
分
L

な
う
て
い
る
の
は
、

同
町
山
七
位
い
り
徒
の
上
仙
相
官
同
一

ぬ
の
う
ち

守
ぃ
政
同
年



江戸橋広小路上り高見積書

商 床(北側 60軒 平均年銀 1 5貧 840匁 分 度

同 く南側 25 5 400 

同 誘 釈 場 450 

向 錫 弓 場 5 350 

水 茶 屋 9 2 1 06 

蜜柑売場上先蔚(6カ月) 780 

水 茶 産(明地地代) 1 183 戸4・ 5 

東 1liIJ 商 床 22 4 752 

中 干芦 宙T 同 4 720 

返り西側海 iU政六共) 9 79 9 ワー

干肴屋・蜜柁問屋

前 栽屋 ・桧 銭高 ・髪 結}
465 

惣 計 4 2 1 26 6 7 

金換算 702両 銀 6分 7厘

内 97両 3介 是迄入用

約 184両 詰入用

言十 281両 3分

差引 残 420両 1分 銀 6匁 67子7箆

表 2(
一
七
九
四
)
に
前
栽
商
人
売
場
の
地
に
煮
伝
一
男
建
て
ら
れ
た
た
め
の
減
額
で
あ
る
。

文
政
九
年
(
一
八
二
六
)
の
上
世
間
同
調
査
は
、
上
納
金
増
額
の
問
題
と
関
連
し
て
お
り
、

以
後
二
二

O
両
と
な
る
が
、
内
訳
(
天
保
十
二
年
)
は
床
応
か
ら
九
一
一
問
、
町
か

ら
一
二
九
両
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、

新
規
上
納
金
増
額
分
は
請
負
町
で
負
担
し
た
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
上
納
金
一

(
U
C一
同
が
床
庄
の
負
担
分
に
相
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

な
お
、
天
保
八
年
(
一
八
三
七
)
の
活
鯛
納
人
拝
借
地
の
設
置
に
よ
り
、
周
辺
畳
床
九
カ

所
の
う
ち
一
ニ
カ
一
所
が
取
払
わ
れ
て
レ
る
c

幕
末
期
弘
化
年
間
の
松
田
に
よ
れ
ば
、

こ
の
拝
借
地
の
北
側
に
蜜
柑
売
場
と
水
茶
屋
が
記
入
さ
れ
て
い
、
る
。
さ
ら
に
務

弓
場
の
裏
手
、
拝
借
地
の
東
側
に
一

O(り
坪
の
家
作
地
が
設
定
さ
れ
、
遂
咋
円
一
正

地
の
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
床
底
の
減
少
の
故
か
、
弘

化
年
間
の
上
納
金
負
担
は
床
底
分
八
八
向
、

(
元
四
日
市
町

町
か
ら
一
三
二
両

六
六
両
、

と
な
っ
て
い
る
(
「
市
中
取
締
結

本
材
木
町
一
・
二
丁
目
六
六
両
)

年、一

O
」
)
。

「
翁
稲
荷
」
と
よ
ば
れ
る
稲
荷
は
、

青
物
町
と
元
四
日
市
町
の
鎮
守
で
あ
る
。
社
地
は
表
間
口
京
間
五
間
余
、
廓
一
行

最
後
に
広
小
路
の
稲
荷
に
言
及
す
る
。

-3r-

一
O
間
余
で
あ
り
、

明
麻
回
大
火
以
前
か
ら
の
地
所
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
占
出
烹

は
古
く
、
寛
永
六
年
二
六
二
九
)
二
月
の
記
録
も
幕
末
期
に
は
存
在
し
た
。

紀
州
藩
の
史
料
で
も
、
寛
永
年
間

K
紀
州
国
産
蜜
柑
売
抑
所
が
あ
り
、
稲
荷
に

寄
付
金
を
だ
し
て
い
る
と
い
う
(
「
市
中
取
締
額
祭
一

O
」
)
。
務
所
は
「
前

と
し
て
、

平
日
虫
歯
ニ
而
格
悩
院
候
も
の
共
加
持
祈
念
仕
候
所
」

歯
痛
の
締
い
と
し
て
の
信
仰
を
集
め
て
レ
た
よ
う
で
あ
る
。

t
小
路
が

々

5
市
中
老
若
児
共
、

成
立
し
、
盛

η
場
と
し
て
発
展
寸
る
過
粍
で
庶
民
信
仰
の
ひ
と
つ
宅
と
し
て
爵
祭

き
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、

内
部

江
戸
橋
広
小
路
陀
関
し
、

そ
の
成
立
過
程
、
利
用
情
惜
の
強
化
、

密
造
を
概
叡
し
た
。
火
除
地
と
し
て
形
成
さ
れ
た
広
小
路
で
あ
っ
た
が
、
市
対
運



め
便
の
よ
い
臼
本
橋
川
に
陪
接
し
て
い
た
た
め

」
の
竺
均
L
U

利
用
は
冬
山
保
な

方
面
か
ら
な
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
G

長
門
家
一
で
ふ
と
と
向

時
に
商
業
・
交
通
上
の
利
用
が
な
さ
れ
て
い
w

る
占
ん
も
重
要
で
あ
る
。

土
寸
社
や
町
人
か
ら
度
重
な
る
暦
書
が
だ
き
れ
、
広
小
路
全
依
が
位
の
詩
会
人
に

こ
の
た
め

変
更
さ
れ
る
危
機
も
存
在
し
た
。

し
か
し
、
幕
府
の
都
市
政
策
の
批
判
一
散
で
あ
る

旧
慣
尊
重
の
諮
問
に
た
い
し
、

町
人
側
は
反
対
の
客
自
に
よ
っ
て
q
h
y

〈
の
雰
求

は
却
下
き
れ
た
。
正
徳
の
根
強
川
路
市
現
旅
一
閉
め
設
置
は
、

こ
の
な
か
で
も
強
力
な

要
求
で
あ
っ
た
が
、

一
区
廃
止
き
れ
て
か
ム
の
間
約
の
古
内
野
は
末
許
可
こ
な
っ

た
。
日
光
門
主
め
安
治
一
要
誌
も
一
自
民
仏
れ
ら
れ
て
し
な
い
。
幻
弘
院
は
公
共
用
地
町
一
一
係

と
し
て
は
肴
役
所
、

活
閥
的
人
口
作
J

供
均
が
吋
一
一
地
に
認
め
ら
れ
た
に
と
ど
ま
と
の

で
あ
る
。

m-和
年
間
の
上
納
金
制
度
は
請
負
町
人
似
の
権
利
を
裕
一
め
る
こ
と
に
な
っ
た

C

官
干
保
期
の
床
庄
の
峰
史
家
治
一
円
ノ
許
可
は
、
ゐ
八
除
地
内
の
防
火
建
築
化
の
一
環
で
も

あ
っ
た
が
、

宝
幅
削
十
年
(
一
七
六

わ
十
八
火
に
さ
い
し

江
戸
経
は
焼
失
し

た
が
広
小
路
で
延
焼
を
防
い
だ
こ
と
も
、
詩
合
町
人
の
強
諒
寸
る
と
こ
人
J

J

二
あ

っ
た
(
「
明
和
捜
部
守
、
集
八
一
)

O

守
九
段
度
の
増
上
納
金
に
よ
る
一
一
慢
の
権
利
信

干し}ふ
1
6

、

'

l

 
工
へ
保
改
定
時
め
幕
府
の
一
調
査
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
、
利
用
権
を
否
定

き
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
に
お
け
る
都
市
住
民
の
誌
終
正
い
は
、

拾
に
開
閉
し
て
は
町
人
地
の
一
保
有
権

w

所
有
権
へ
の
お
行
と
な
っ
て
安
め
ら
れ
て

に
お
い
て
も
、
そ
の
利
用
拷
阪
の
強

、
歩
ミ
、

L
〈」ハ
ω

同
時
に
公
共
同
地
(
公
儀
約
一
)

化
と
な
っ
て
展
開

L
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
号
。
封
建
在
市
江
戸
の
一
一
陣

能
を
明
確
に
杷
援
す
る
た
め
に
は
、
今
後
共
、

河
岸
紗
・
広
小
路
な
ど
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
東
京
都
公
文
書
館
)

、王

(
I
」
子
民
政
友
一
江
一
戸
の
町
人
め
人
口
」

『
社
会
経
済
史
学
八

i
一』

九

人
な
ど
j
u

諸
成
果
が
あ
る
(
『
安
田
成
友
著
作
集
」

に
主
要
論
文
所
収
)

(
2
)
土
問
和
男
『
江
戸
の
社
会
構
造
』
柑
明
言
房
、

一
九
六
九
を
は
じ
め
と

L
、
事
止

一
戸
町
人
の
一
研
究
四
』
士
日
川
弘
文
館

一
九
七
五
所
収
の
諸
論
考
参
院
…

『
江
戸
町

d

人
の
研
究
四
』

(
4
)

玉
井
哲
雄
『
江
一
戸
町
人
地

K
関
す
る
研
究
』
近
掛
川
風
俗
研
究
会
、
一
九
七
七

(
3
)
南
和
男
「
町

J

奉
行
」
吉
原
「
町
年
寄

(
5
)
弘
化
一
一
一
・
閤
「
江
戸
橋
広
小
路
稲
荷
社
地
百
復
之
儀
ニ
付
伺
」

『
市
中
取

持
類
任
十
、
一

fU
』

こ
の
年
秩
に
吉
原
の
移
転
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

大
火
以
前
か
ら
十
市
中
出
の
時
予
備
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

(
6
)
た
と
え
ば
「
江
戸
橋
広
小
路
弁
最
寄
旧
記
春
-

『
東
京
市
出
丈
一
崎
産
業
信

-32-

一
一
』
六

O
百
円
な
ど
旧
記
書
上
の
類

(
以
下
「
旧
記
春
」
な
ど
と
院
す
)

(
7
)
 
『
町
村
修
日
友
宿
区
実
上
』

一
九
三
七

(
8
)
 
「
旧
記
」

(

Q

U

)

 

『
正
中
主
事
録
一
』

一
六
五
頁

10 
、ーノ

『
正
宝
事
録
一
』

一
九
一
箆

(
日
)

『
呂
志
財
政
経
済
安
心
人
』
四
五
三
百

→3 

~-

「
明
和
協
同
要
集
、
二
七
」

『
東
京
市
中
人
稿
産
業
篇
二
二
』
六
二
八
『
一
回

(
口
)

(
日
)
右
町
内
史
料
、
お
よ
び
吉
原
一
町
年
寄
」
前
掲
章
一
同
二
五
二
頁

(
叫
)
東
京
市
中
ん
外
篇
六
『
日
本
時
間
』

九

(
日
)

「
明
和
授
軍
司
等
、
八
」
お
よ
び
『
新
修
日
太
僑
区
出
入
ー
上
』
参
昭

(
同
)
前
掲

(
4
)
多
照




